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インターネット時代の学脩情報と研究者そして閲書館

理学研究院助教授 栃内 新

はじめに

北海道大学図書館が運用している HUSCAP

という名の「機関リポジトリ」が全国の大学・

研究機関の先頭を走っていることをご存じだろ

うか。ほとんどすべての学術情報がインター

ネットを通じて流通する時代になり，図書館の

あり方も大きく変わろうとしている。学術雑誌

へのアクセスも投稿も，すべてが机の上に置か

れたコンピューターからできてしまう日常を過

ごしていると，時として図書館の存在を忘れて

しまいがちになる。しかし，一歩大学を出て学

外のネットワークから同じ学術雑誌にアクセス

しようとしても，北大図書館のライセンスなし

には論文も読めないことがわかる。インター

ネット時代の今，大学図書館を有効に使えるか

どうかが，研究機関の未来を左右する大きな鍵

となる。

学術情報今昔

大学を構成する主要なメンバーは，学生と教
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楡 蔭（北人図古館和）

員と事務戦員である。学牛は教査を受けるため

に大学に米るが，ほとんどすべての教員は学生

の教育に批わる•方でテーマを持って研究もし

ている 。ただし， iiJI究という luJじ廿葉でくくら

れていても，文系と坪系とではその中身は大き

く違うし，同じI用系でもさらに細かな速いがあ

るので，門分のjif「展するところ以外の研究各の

実態は実のところよく矢いらないc ただし，いず

れの分野でも研究のために学術渚辛llの投作を必

要とすることに違いはないだろうし，その情報

の集散ハプが図苦館であり続けてきたことも，

また歴史的事実であろう 。

文系の研究でも基本的には同じなのだと思う

が，坪系の研究分野においては E進月歩で進展

する研究をフォローするために，新しく畠版さ

れる学術莱文に日を洒し続ける必変がある。分

野にもよるのだろうが，私個人のことを捩り返

れば，週刊• 月刊・ 陥月刊・ 旬刊などのベース

で発千lj各れる関連論文をチェックするために，

かつては返一回くらいのペースで図書館に通っ

ていた記憶がある C インターネットによるアク

セスが発達した現在，自分のオフィスにあるコ

ンピューターから気軽に，さらにたくさんの雑

誌をいつでも気経にチュックすることができる

ようになり，実際に似應館に行く必要はほとん

どなくなった。では，図書館はいらなくなった

のだろ うか。

見えない図書館

ほとんどの学術雑誌では，新刊が発行される

とその目次情報をメールで送ってくる TOC

(Table of Conlenls) サービスを無料で行って

いる。メールで送られてくる珀又タイト ルのひ

とつひとつにはじRLアドレ スが付いていて，

それをクリックするだけで原著論文にアクセス

できるしくみになっている c 原著論文は，ホー

ムページ形式 (html) で見ることもできるし，

F閥 j論文と 同じ形式で表示さ れるpelfファ イル

をダウ ンロードしてハードディスクに保存して

利用することもで含る。私の場合は，興味ある

論文をまず表示の早い htmlで確賂し，祖要だ

と思われるものは， pd.[ファイルをダウンロー

ドする。

普段，大学の巾でこうしたサービスを利用し

ていると，このサービスが区書舘と閃係してい

ることは実感しにくいのだが，門宅からこの

サービスを利用しようとしてアクセスが拒舎さ

れるという経験をした時に，学術情糾がタダで

はないことを強く実感した。一部の雑誌や論文

を除いて，学術論文の仝文アクセスは晶本的に

有料である。大学から学術雑誌サイトにアクセ

スして全文が涜める時には，ほとんどの場合，

ページの卜のほうに小さく北大屈誓館に対する

ライセンスの表示があるはずで，我々が特別な

ログインもせずに原著論文を読むことができる

のは，北大内のネットワークしhokudai.ac.jp) 

からアクセスしていることで，図書館が契約し

たライセンスの利用か許可各れているからなの

だ。つまり，我々は見えない北海追大学図害館

を通じて学術l否報にアクセスしていることにな

る。

シリアルズ・クライシス

楡蔭123 (Jul. 2006) の大平先八による店頭

言「学術コンテ ンツ整伽の現況について」に書

かれているように，平成17年度に霞予ジャーナ

ルおよび学術文献データベースに対 し， 北大全

休で約 4位7600)j円が支出されているとのこと

である。近年，そのほとんどが竜子ジャーナル

化された学術雑誌の経営は宜占化が進むととも

に，伯段はうな苔登切で上昇を続けており，経

済的に余裕のない研究者・研究機関が学術雑誌

にアクセスする ことが困雑になる シリアルズ・

クライシス（「雑誌の危機」）と呼ばれる状況が

起こっている c こうした状況に対応して，北人

では，それまで部局ごとに行われていた雑誌の

聰入を，図書館を中心に全学共通経費化した，、

こう するこ とで，北大仝体としての阻抜購読な
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どの焦駄を合珂化でぎただけではなく，今まで

は水沖学部や獣医学部でしか購読していないた

めに，わざわざ畠かけてしとったり， コピーサー

ビスを依傾したりということをしなければなら

なかった雑誌が， 自分のコンピュ← 夕ーからい

つでもアクセスできるようになるという，（少

なくとも私にとっては）要のような利便性も得

られるようになった。

しかし，これは北大のような比校的大ぎな総

合大学だからこそ可能になったことで，小さな

大学や研究機関ではひたすらに購読雑誌が減っ

ていると開いている。こうしたところでは， ま

さにシリアルズ・クライシスは研究継続の存亡

の危機なのである"

なぜ有名雑誌は強気なのか

なぜ有力学術雑誌の値段が上がり続けるのか

というと，値段を卜げても出版社の収入が減ら

ないからである。その背景には，研究者かh名

雑誌を求める仙究環瑳がある。

巨然科学・社会科学系の学術雑誌には，ある

民間データ ベース会社の引月文献分析による

「インパクト・ファクター」という数値がつけ

られ， この「業界」における影響力の強さを示

す指様のひとつとなっている。ある年のインパ

クト・ファクターは，その年の前年と煎々年の

2年間における当該雑誌の掲載論文の破引用度

をホすため， M究者が多く流行になっている分

野の雑誌のインパクト・ファクターが高くなる。

しかし，ちょっと考えればわかるように，胴じ

研究分野のある時点における「雑誌の影響力」

の差を知るためにしか使えないはずのこの数伯

が，研究費や研究械の獲得に際して研究者個人

や研究機関の許価のために和）用されるという根

本的に誤った使われ力が般化していることが，

このシリアルズ・クライシスの原いのひとつで

あることは開速いないだろう 。ある雑誌に掲載

されることが，研究者や研究樅関の命迎にかか

わるということであれば，関係者が斜済効果の

高い雑誌に投稿するために，睛読したいと思う

気持ちは珂解でぎる，

研究の成果は誰のものか

そもそも，科学の背みは人類の共有財蛮であ

る。そこまで哲学的にならずとも，我々の研究

活動のほとんどは税金を財源とする公共の予鉢

のサポートにより行われているという事実があ

る。その成米のひとつの発信形式である研究論

文が，非常に高額な対価を支払って購読しなけ

れば読むことのできない雑誌に発表されている

ということは，スポンサーである納税者に対す

る背信行為とも言えよう s

こうした科学業績発表の商業主義化に抗して，

カでは雑誌の無料公開を l=I指すオープン・ア

クセスやフリー・ジャーナルという軌きが出て

叙ている。オンラインでのアクセスを前提とす

る限り，印刷費などは不要になるので最小限の

コストでいわゆる学術雑誌形式の「出版物」を

作ることができる。さらに，スボンサーを経っ

たり，出版することで個人的メリットを亨受す

ることが期待される著者から費川を徴収したり

するシステムを採用することで，完令無料のフ

リー・アクセスが実現される c このような形式

でもっとも成功しているもののひとつが PLoS

(Public Library of Science) という生物医学系

の「雑誌」群である。 PLoSに掲載各れた仝論

文は完全に焦料で公閲されている。また，旧来

の雑誌の中にも者者が特別料金を払うことで，

その論文についてはオンラインで無料公開する

というシ ステムをとるものか培えつつある。

機関リポジトリと HUSCAP

そうは言っても，相変わらず主要な雑誌の多

くは高額な購読料を取り続けているという現実

は変わらず， シリアルズ・クライシスはまだ

「今ここにある厄恨」である。科学同合文は者者

達の科学的常みによって得られた成果を出版 し

たものであ り， その著作祉か出版社にのみ帰屈
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し，その阪光によって祖られる収入のすべてが

出版社にはいるのみならず，図版や文章の利m
権すら著名に与えられないという従来のやり方

に疑念は多い。そのような中で，誨文の内容及

び似I版を溢者の所属する槻閃（大学や研究所）

のウェブサイトに限ってのみ公開を認める雑誌

が培えてきているe この場合，雑誌として出版

される論人の最終形態の著作権は出版社が所有

するものの，そのもととなる贔終版の論又原稿

は著者にも著作権があり，それを』由に公開す

ることを認めるということらしい。こうした機

対ごとに，論文・者作をウェブ配信するサー

バ・システムを機憫リポジトリという c しかし，

たとえインターネットトにバーチャルに構築す

るものとはいえ，機関リポジトリを実際に運用

するためには，人・予算・ 環境が必変である。

ビ本では同W佑報学研究所のサポートを受けつ

つ， T梨大学，早稲口大学，北海道大学が先駆

けとして機関リポジトリを構築，運用している。

機関リポジトリの問題点と将来

機閃リポジトリの出発点は，大手出版社に支

配されている学術情報流通を研究者・研究機関

自身の手に取 I')戻そうということで，このアイ

デイア自休に反対する人はあまりいないものの，

実際に連mを始めてみるとなかなかスムーズに

動かないというのが現実である。その原囚はい

ろいろあると思われるが，最大の理山は登録の

煩わしさであり， もう一つは登録する論文が雑

誌に印刷された最終形態のものではなく，斤刷

する泊前の「著者最終松」であることである。

前者については，ただでさえ忙しいirJI究者が，

たとえ有料とはいえすでにインターネットでア

クセスがPj能になっている論文を，無料アクセ

スできるようにするためにわぢわ苔もうひとつ

登録するという「無侯のサービス」作菜に寇欲

がわかないという気持ちはわからないでもないc

しかし， 最近の潤令に よると無料でアクセスで

きる状態になっている論文は，そうでないも の

よりも引用されるチャンスが大燿にト-がるとい

う調企があるので，これは単なる奉仕とは異な

り，研究者にもメリットが期行できるものであ

ることが理解されるだろう 。

一方，学間分野によっては，印刷された論文

（例えば，分類学の記載論文）を袂定稿として，

それ以外のバージョンの存在を媛うケースがあ

る。この場合はすぐには対応が難しいかもしれ

ないが，学界として新しい貼代の学術清報のあ

りhへの新しい対応を迫られる時代が来ている

と考え，積極的に対応を図るぺきではなかろう

か。

歴史逍産としての紀要

世界的規検で流通している学術雑誌のほかに，

最近では減りつつあるものの，大学紀変という

学術出版の形式がある。研究の同際的討価が前

要視されるようになってぎて，月然科学系では

風前の丸火ともいえる状況に辿い込まれている

大学の紀変であるが，かつては日本の料学の国

際的評価が低かったことや，研究梁界の可内t
義などのI旦由から，発表の後に原史的と神価さ

れることになる且界的に軍要な論文が紀要に掲

載されることがしばしばあった。例えば，私が

かつて所屈していた理学部動物学教李にも祀要

があって，大学院生が単著で論文を投稿するな

ど，ひとりで論文を仕上げる機会を実践できる

貴直な研究者蓑成の場としても機能していたc

その「北大埋学部紀要（動物学）」を研究成米

の発表の楊として積面的に利mしたひとりが，

社会性ハチ学の椛威として軋界的に行名な故坂

J.:.昭である。北）ゞ広報誌リテラポプリ (2005

年冬号， Vol. 21)に掲載された坂上の弟子の

ひとりである現坪学部教授• 片倉晴雄の文辛を

引用する。

こうした成呆の公表に大きな役割を呆た

したのが当将の北大坪学部紀要（勁物学）

（現在は休刊中） をはじめと する大学紀要

4
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だった。実際， 這―;「昆虫の社会j に引用

された25編のうちの 9祝は北大坪学部紀要

に発表されていか当時作 2同発行されて

いた紀変を，ページ制貝なしに研究成呆を

発表できる場として坂卜は大いに活用した

のだったG なにかというとジャーナルのイ

ンパクトファクターを気にする現代の風湘

を聞いたら坂上はP紐い飛ばすに迅いない。

可価を決めるのは雑誌の格ではなくて論文

自体の内容だ， といいきれるだけの実績が

彼にはあった。

このように廿界的にも貰軍な学術佑報が蓄梧

されている紀要を，北大のてとして笠録してい

くことも IIUSCAPの屯要な役割となるだろう。

さらに， IIUSCAPの中で，非常にアクセスの

多いことが示された教育資料の保存• 公開も椴

閃リポジトリの役割として注Hすべきものだろ

う。

おわりに～機関リポジトリと図書館の未来

機閃リポジトリが捌き l，Hした因霜館を見てい

ると，図害館の木来が見えてくるような気がす

る。今までの大学図書館の主な役割は，丑界か

ら学術情報を集め裕積し，学内における研究・

教育活動に行することだった C・ ・方，機関リボ

ジトリで行っていることは，北大からの学術・

教台情報の発信である 6 研究者はともすれば一

匹狼として活動することが多いので，特定の大

学や研究機関に強い帰属麻謀を持たないことも

多い。しかし，大学という存在はljiなる個人M

究者の寄せ狛めではなく，全体としてある種の

まとまりを持った仔在である。 HしSCAPとい

う）Iうで，北海迅大学における過去と現在の学術

情報・教育資料が，縦横に解析可能なデータ

ベースとしてまとめあげられることで，今まで

想像することすらできなかった北海迫大学の研

究・教育活動の令容が町視化されてくるのを見

るのは感動的ですらある。北海舟大学の砒究・

教育の過去と現在そして未来を記録・ 蓄梢し続

け， リアルタイムで公開していくことのでぎる

IIUSCA..Pは，北海迫大学の賽産として，組と

して， さらに大学と世界をつなぐゲートウェイ

としてますます発展していくだろう 。そして，

それこそが未来の医芦賄の軍要な機能のひとつ

なのだと思う 。

L~ 



楡 蔭（北人図古館和）

北分館改修に関する学牛アンケート（報告）

1. 北分館改修

北分館は老朽化が進み，閲角棗境の改稗が強く望まれてきました。

昨年度，総長軍点配分経費（「キャンパスの充実に閃する市業」）に認めていただぎ， 1階から 3階

の問菟李等の改修，照明器具の一新， 1階と 3隊のトイレの改修を行いました。 1陪にロビー風の16

席の門由関産コーナーを設け， 3階には閲莞机を 8席増やしました C また，換気設備の改修により，

長年悩まされてきた大きな通）乱音が解泊され，閲覧宇全体が静かで，期るい落ち着いた雰問気に叶ま

れ変わりました。

2. 北分館改修に関するアンケートの実施

このアンケート調在は，今回の改修を利巾者がどのように受け止めているか，更に，今後呵が必変

かを把握することを H的としました。

そのために，設問も改修後の率直な感想を求めるものを 2項且設備の満足度を求めるものを 3項

目とし，その他に，ご意見，ご変望を吉いていただ＜欄を設け， 5月25U (木）の利州者が多い午後

2時頃から，改修前との比校のため 2年生以卜.の学部学生・ 院生100名を対象として行い. 92名のガ

から回答を得ました。

3. 平成18年 附属図害館北分館改修についてのアンケート結果

1. 新しくなって•••

1 • すごくし＼しヽ と思う ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・..14人 (li)%) 

11. なかなかし、Vヽと思う.......................................66人 (72%)

111. 牛芋しこし,1,,,,と(:i馬わなし、.................................... 9人 (10%) 

1V. その他．．．．．． 「まだよくわからない」，「変わった感じがなかった」

2. きれいになって， よかったと思うのば•• （複数回答n」)

1 • 1' 2, 3階の聖・ポ・人）） ..•.•....•....•......•..... -19人 (53%)

11. 1陀の新し¥,,ヽ スペース ・・..・・・・・・・・..・・・...・・・・・・・・・・・・・・..27人 (29%) 

111. 21: 皆の本棚…：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：::::::::::::::::::::::::: 24人 (26%)
1V. 3階のトイレ 22人 (21%)

v. 空調の臼が小さくなった．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ 25人 (27%)

Vl. その他••…· 「特に気付かなかった」，「全休的に明るくなったこと」，「明る くなった」，

「なし」

3. 北分館の机の数は十分ですか？

1 • I・ 分だと息う・・..............................................36人 (39%)

II. 増やしたIfうがよしヽ.......................................40人 (43%)

叫その他•….. 「(2F)」, 「席とりがいなければJ, 「ソファ←の数が増えた方がよい」，

「（少しだけ）」

4. 館佐の案内表示は見やすいですか？

l . 見やすしヽ......................................................57人 (62%)

11. 見に くい，どこに行けばいいのかわかりづらい… 15人 (16%)

111. その他・・・・・・ 「恨れれば良い」，「見やすいと思う，・r貨れているから」，「ちょうどよい」，

「わから ない (2名）」， 「まあまあ」， 「知らない」
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5. 照明は適度な明るさですか？

1 . ちょうどよし'................................................67人 (73%)

11 • より明るしヽ iえうがよし、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．囀..・・・..........10人 (11 %) 

111. より厨りしヽ (iう力ゞよ ¥.,i ••••.••••..•••..••••..•••.•••••.•••...• 0人

lV, その他…… 「4階をもう少しSJ]るくして卜.さい」

結果について

回答数92のうち，新しくなって「すごくいいと屈う」「なかなかいいと想う」が80人 (87%) 

に迂したことは環様柊備の重要性を表していますc

この中で，机の数について40人 (43%) の方が培やしたほうがよいと回答しています。岡書資

料の充実と合わせ，問免枇の数を含めた快適な閲尻環漉の密備を図って行きたいと考えています。

4. その他ご意見・ ご要望など

意見，変望など自山に記人する欄を設けたところ，多くのご意見などが窃せられました。これらを

次の 1~5 に分類し，ご意見と北分館の対応をお知らせします。

1)図書館資料に関すること

CD「LD, DVD, VHSをもうちょっと分類別にしたほうがよいと思う」

「回答」 映像資料は図書と同じ分類で配列し，劇映画資料は日本映画，外国映画に分け，タイト

ルのアルファベット順に配列しております。制作国別，ジャンル別配列はしておりませんが，

映像資料の検索は附属図書館ホームページの「映像資料検索」で行うことが出来ます。この検

索で劇映画資料はジャンル，制作国，監督，出演者などタイトルにない言葉でも探すことが出

来ますのでご利用下さい。

② 「話蓮の同書などたくさん入れてほしい」

③ 「かんたんな参考告がも っとあるとよいと息った」

「回答」②③ 北分館では，教員の推薦，書評，新刊案内等を参考にした選定，また，利用者であ

る学生からの購入希望により図書を購入し閲覧に供しております。購入希望は，北分館に申込

用紙を用意しておりますが，図書館のホームページからも「図害リクエスト」を行えますので，

多くの推薦をお願いいたします。

2)貸出制限に関すること

① 「2週棚や 5!Illという制限をゆる＜してほしい」

頂答」 多くの利用者の利用を確保するために，この期間，冊数を決めましたのでご理解下さい。

② 「多 くの人が利用する教科書などは貸出禁1!・.もしくは抒出期間を知 くしてほしい」

「回答」 講義で使用する図書など，利用の多い図書は， 2冊以上購入して利用していただいてお

ります。貸出期間につきましては検討します。

3)図書館利用のマナーに関すること

① 「閏吉館利月のマナーの低ドは改善のしようがないと思うが，やはり飲食，騒音などについては，

より何らかの対策を出してほしい」

② 「4階グループ学習挙を別のところに移動させてほしい。うるさいので」

③ 「グループ学習室でさわいでいる人やおしゃべりをしている人を注意してほしい」

④ r私語がH立つので図書舘員の方に注意 してもらいたい」

⑤ 「4Fのミーティン グルームがうるさかったので， 何か対策をおI韻い します」
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楡 蔭（北人図古館和）

⑥ 「入nのあたりで話している人達がうるさい（図書館のスタッフ含めて）特に閉館近くなってく

ると」

「回答」 利用のマナーについては，他の利用者に迷惑をかけている時，恐れがある場合，その都

度注意を促し，利用者にご協力いただいておりますが，マナー順守の掲示や図書館職員による

巡回などの対策を行います。

図書館スタッ 7につきましては，注意するよう徹底しました。

4) パソコンに関すること

① 「DVD等がある部屋の PCの台数を増してほしいj

② 「パソコン至のパソコンの数が増えると好ましい」

③ 「咋年のように制限なくインターネッ）、接続を可能に」

④ 「パソコンを贈やしてほしい」

⑤ 「パソコンでじSBメモリを使えるものと使えないものをはっき灼してほしいです3 出来れば全

祁使州可にしてほしいですが」

r回答」 平成18年 4月から附属図書館で使用できるパソコンの利用方法が変わりました。これは，

昨年12月に「「北海道大学セキュリティ・ポリシー」が制定され，その中で r設置者は，使用

者を特定できない情報機器の利用を防止するよう努めなければならない」と定められたことを

受けて，館内のパソコン， LAN接続サービスについては，「IDによる認証j もしくは「記名

による認証体制」をとることとしたものですので，ご理解とご協力をお願いいたします。

北分館では 2階にパソコン 2台，情報コンセント (1口）， 4階にパソコン 6台（個人閲覧ブー

ス），情報コンセント (84口）を設四しております。

パソコンは申込み制，情報コンセントはすべて情報処理教育パソコン用の ID, パスワード

が必要となっております。

なお，現在は閲覧室にあるパソコン全て USBメモリが使用できますのご利用下さい。

5)施設・設備に関すること

① 「冬二階の廊卜のほうのドアがひらきっぱなしで，人日付近が寒かった。（特に足元）」

② 「牢調が冬は臀すぎ，夏は寒すぎたりすることがある」

③ 「アッい」

④ 「空調の音が陥かになって，集中できる様になりました。 3階のレーン文匝が閲負できるように

なり使利になりました」

⑤ 「トイレがキレイでうれしいです」

⑥ 「机は培やしてほしいです！！試験期間中に机が埋ま ってて困るときがあります」

⑦ 「冷吊がさむいことがあるので，少し潤節しやすくしてほしい」

⑧ 「素貼らしいです」

⑨ 「温度（室内）が高いことが多い」

⑯ 「4Fの机にライトがあればさらによい」

回答」 換気及び暖房設備が改修されましたので，より適切に温度調整を行い，快適な閲覧環境

の維持を図ります。

机を増やして欲しいとの希望は，アンケートの中でも多くありました。今後の課題と受けと

めさせていただきますが，カバン，服等の荷物類を空いている机に醤く状況がまま見うけられ

ますので，混んでいる場合は特に，机を無駄に占拠することのないよう， ご協力をお顛いしま

す。
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Iお知らせ I

米館 誌

（平成18年 7月-10月）

No. 来 館 者 来館日 時 間 人数 備 考

1 福島県立図書館職員 7月20日（木） 10: 40-11: 40 1 北方資料室見学

人間文化研究機構・歴史民族t専物
2 館民博のプロジェクト「移民史の 7月25日（火） 9:00-12:00 ， 北方資料室見学

比較研究」班

3 斜里町立斜里中学校生徒 9月6日（水） 11 : 30-11 : 45 6 

4 北海道面館東高等学校生徒 9月7日（木） 14:00-16:00 241 

「無教会全国集会2006・ さっぽろ」
9月11日（月）

北方資料室・貴
5 11:00-12:00 80 

参加者 重資料室見学

札幌大学文化学部学生および
10月31日（火） 北方資料室見学6 14:30-15:30 10 

引率教員

計 347 

北方資料室を見学する札幌大学学生

，
 



楡 蔭（北大図吾館報）

オープンユニバーシティが実施されました

平成18年 7月30日（日）に札幌キャンパスにおいて「平成18年度北海道大学オープンユニバーシティ」

が実施されました。附属図書館では，「大学の図書館をみてみよう！」と題し，館内ツアーをしなが

ら図書館で実施しているいろいろなサービスについて説明をしました。また，北方資料室所蔵の蝦夷

地古地図やアイヌ風俗画，北大の沿革資料などの貴重な資料の見学をしました。

◆ 内容

・館内ツアー（開架閲覧室→書庫→北方：資料室→参考閲覧室）

• 北大蔵書検索のデモンストレーションと体験

◆ 時問

1回目 11 : 00 -11 : 45 

2同目 13: 00-13: 45 

3回目 15 : 00 -15 : ~5 

◆ 配付資料

・図書館利用案内 ーはじめての方ヘ一

・OPACの使い方

◆ 参加者数

38名（各回合計）

... 
.-:;,:,. .•:: 屯．． 

:： : ：： : ： ::：象.. ,:;:;:; ・・・・・ : .. ....... ::::; ... ．．．． ... .... .. ・・・・・... .•.•:•: ・：．．．．．．：・．．．.... .. 
；； ,;i.:; 一
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北海道大学附属閃内館講演会を開催しました

平成18年10月6日（金）北海道大学附属図書館大会議室において，道内国公私立大学等の図書館職

員を対象に平成18年度北海道大学附属図書館講演会が開催され，本学から44名，道内28機関から44名

の参加がありました。

前半は早稲田大学図書館司書の仁上幸治氏による「図書館広報戦略の新段階～外部委託できない専

門性の核をどう訴求するか～」と題して甚調講演がおこなわれました。冒頭，映像や音声効果を取り

入れた演出による新入生向け図書館オリエンテーション（早稲田大学図書館の例）で始まり，「驚かす，

対話形式，旬の話題，ワクワク感で終わる」オリエンテーションの実演を披露していただぎました。

続いて，図書館界の広報活動の現状，間題点や図書館員のイメージ分析があり，利用者から求められ

る新しい図書館員像や専門性について，また大学図書館の現状を変えていくための手段としての広報

について具体的な助言や提言をいただき，業務改革，意識改革を迫られた講演内容でした。

後半は「図書館の広報活動」をテーマにしたパネル・デイスカッションがおこなわれました。

まず， 3人のパネラーから本学附属図書館職員による広報活動の実践例が紹介されました。

佐藤清一情報サービス課長からは，附属図書館の図書館広報の現状と課題について報告があり，こ

の中で教員との連携強化や図書館員が夢をスケッチし，実現に向けた方向性を示していくことの重要

性について話されました。

野中雄司情報管理謀図書受入係員からは「本は脳を育てる～北大教員による新入生への推薦図書」

と題して，教員が選んだ図書を推薦コメントつきで見ることができる W凸サイト企画の紹介および

その狙いについて報告がありました。川村路代情報システム課目録情報第一係員からは「機関リポジ

トリ： HUSCAPの広報」と題して，学内で生産された学術研究成果を霊子媒体で収集・保存し，イ

ンターネットを介して公開する新しいサービスである「HUSCAP」（北海道大学学術成果コレクション）

のコンテンツ収集作戦について，広報活動の視点から報告がありました。

これら実践例の発表に続いて，会場参加者との質疑応答や意見交換がおこなわれ，盛況のうちに終

了しました。

また，講演会場には事例報告で紹介したサービスを学内構成員に広報するために作成，配布したポ

スターやリーフレット，マスコット等が展示され，参加者の関心を集めました。

仁上幸治氏講演 パネル・ディスカッション
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インターンシップ

平成18年疫附属閲書館インターンシップ (00書館実習）について

附属図書館では，平成12年度から他大学からの図書館実習の要請を受けてインターンシップ（図書

館実習）を実施しております。平成16年度からは，すでに実施していた筑波大学と武蔵女子短期大学

に，あらたに藤女子大学が加わりました。平成18年度にはこれら 3大学で計 7名の実習生を受け入れ

実施しました。

図書館実習は，実際の図書館業務を体験してもらい職業意識を高めていただくことを目的とし，短

期間 (7日間から 15日間）であってもほぼ全業務を体験できるよう実習プログラムを作成しておりま

す。附属図書館（本館・北分館）の各係が図書館資料の処理の流れに沿い連携して実習を行っていま

す。実習を終えた学生からは「講義で学べない図書館業務や貴重な経験ができる」との感想が多く寄

せられました。

なお，筑波大学の実習生からインターンシップの感想をお寄せいただきましたので次ページに掲載

しました。

図書館概要の説明を受ける藤女子大学，

北海道武蔵女子短期大学の図書館実習生

北方資料室で資料整理をしている

筑波大学図書館実習生

大学名

平成18年度の実施状況

人数 日数 期 間

筑波大学

図書館情報専門学群 1人 15日間

北海道武蔵女子短期大学

教養学科図書館司書課程 4人 7日間

藤女子大学 文学部（文化総合学科／日本語・日本文学科）

図書館情報学課程 2人 7日間

7月7日-7月28日

7月31日-8月8日

7月31日-8月8日

年度ごとの受入人数

筑波大学 北悔道武蔵女子屈期大学 藤女子大学 合 計

平成12年度 2 --------- -------- 2 

平成13年度 3 6 ----------
， 

平成14年度

゜
6 --------- 6 

平成15年度 2 5 ------ 7 

平成16年度 l 6 3 10 

平成17年度 2 3 2 7 

平成18年度 1 4 2 7 

計 11 30 7 48 
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図害館情報学実習を終えて

筑放大学図書館情報専門学群 3年田 原 咲 T 

図誓館情報学実習に臨むにあたり，図書館の仕事とはどのようなものなのかを，い分なりに考えて

いました。利用名として図書館で見ることができる仕事や，講義で知ったことなどを思い浮かべ， し

かし，具体的なことは何一つ想像もつかないまま，緊張と期待を持ち北海班大学に足を踏み入れたこ

とを，今でもよく覚えています。始まる前にはとても長く思えた 3週間の実習は，私のそんな想像よ

りもはるかに様々な知識と経験を与えてくださり，毎8多くの力々や仕事に触れているうちに，あっ

という肋に過ぎてしまいました。この 3週開は私にとって大きな意味を持ち，忘れることのできない

ものになったと心から息います。

まず前半に行った，発注や受け入れ， 目録作桑，分類作茉，装備などの実習では，図杏館の根底を

支える刷接サービスの用要性を実感することができましに利川者としては知ることのできない仕事

に接すること，講義で間いたシステムを実際に使うことなど，あらゆる発見と箆きが連続する紆Uで

した。さらに今後も利用されるデータや凶習，雑誌を扱わせていただいたことで，働くという緊張感

や責任を強 く感じることがでぎましたc そしてなにより，実習そのものだけでなく職貝の皆様を見て，

以廿りは刷接サービスとは，禾lj町者に全く触れることのない事務的な仕事だと考えておりましたが，す

べての仕事が常に利用者を考えて動か各れていること，利用各だけでな く肉外の多 くの力々と関わっ

ており，人と人との繋がりが大変玉変であると知ることができました。また，人の繋がりは，相且貸

借や幻訊複写サービスの実習でも強く感じました。多くの］叉I召館が思いやりや気遣いを持ち，協力し

合っているということを実慇できて妍しく思います。

利用者と泊に接し：臼析を抗供するカウンター業務でも，賽料の移動が想像以上の用労働であること

と，貸出，返却，配架の他にも多 くの業務があることを知り，兎きました。それを平行して処理する

ことの大変さは，実際にカウンターの内側に入ってみて初めてわかることでした。実習中，利用者と

接する際，緊曲のあまり卜．手 く説明でぎなかったことや，わからない質I/J」を受け対応に困ってしまっ

たこともありましたか，そのたびに，職貝の力が索睛らしい対応をして くだ各り，感謝とともに滴れ

の気持ちを持ちました。

今回の実習の中でも，参考調査については大変興味を持っていました。大学で溝義，油習を受け，

参考調杏がいかに軍要であるかを刷いていたからですG 実際に過去の申例を使って認杏をさせていた

だきましたが，演習とは比べ物にならないほどの難しさがありました。職員の）jか知識と経験とスキ

ルを持って調査なさるのを見て，その1?11吋性を強く惑じ，人学の講義内容に深く頷くことができまし

にまた，模擬ライブラリーセミナーを新入4に対し北海消大学 OP~\C の利用方法を教えるとい

う想定で，行いました事前の準柚が足りなく，複数の人の前で言『すことが苦了・なこともあり， 卜．了

く行ったとは言えませんでしたが，このことは大きな舒険となりましたc

北方脊料室では最終Uまで実習をさせていただきました。北泊道）ぐ学ならではの特殊で貴重な脊料

は北海追出身の私にとって，大変印象的なものでした。資料の扱いには緊張しましたがそれらに見て

触れることで，北海道の歴史や文化に対して今までよりも強い興味を抱 きました。

帖広 く図古飽で行われる仕事に参加でき，仕事の分担や流れを知ること ができ ましたc 様々な発見

認
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と経験を与えてくださった載員の方々の丁密で優しいご指導には心から感謝いたします，） 載員の方々

とお話をするたび，木当に熱意とパワーを愁じました。これは私の中に仔在した「図書館で働く」と

いうイメージを人きく変容させるものでした。それと同時に，私門身がステレオタイプのイメージを

抱き，そのことに漠然とした小安を抱いていたと気が付きました。そして，その小安が払拭されたこ

とが，実習を通して何より拉しかった発見です この多くの経験を，今後の勉強や就裁活動，そして

将来に生かしていきたいと思っています。
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I資料紹介 I

平成18年度特別図書購人費による購人資料

特別図書購入費は，人文社会科学系の大学院における教育研究に必要な基本的図書資料を整備充実

することを目的とした経費です。文学・教育学・法学・経済学・国際広報メデイア各研究科，公共政

策大学院に資料の選定をお頻いした結果，今年度の購入資料が決定しましたのでお知らせします。ご

協力まことに有難うございました。これらの資料は，納品され，整理が済み次第，順次，本館の書庫

に配置します。

●朝鮮及満州（覆刻版） 8巻,-,J24巻 （皓星社）

朝鮮及満朴I は在朝日本人により編集された総合雑誌で，朝鮮• 満州・台湾に関わる教育・文化・政

治・経済など極めて豊富な内容となっている。執筆者は在朝日本人のみならず， 日本国内の政治家・

教育者・経済学者など多岐に渡っている。

植民地に対する考え方，政策の模索，植民地の杜会や文化及びそこにおける日本人の暮らしについ

て，総合的に知ることが出来る雑誌である。

● British Archaeological Reports: International series 2003-2006 (Hardian) 

世界各地の調査報告及び学位論文を刊行しているのが本シリーズである。本シリーズには定期的に

開催される国際会議の報告をも収録されたナンバーを含み，考古学界において広く世界的情報を理解

するための必読な基本文献として認識されている。今回はとりわけ先史考古学領域及び理論的集成を

行なった2003年から2006年に出版された本学未所蔵のものを抽出した。

● Encyclopedia of popular music, 4th ed. 10vols. (Oxford U.P.) 

1990年に初版が刊行された本事典は， 1900年から現代に及ぶロック・ポップス・ジャズ・フォー

ク・メタル・ビップホップといった大衆音楽に関するアーティスト等の伝記百科事典である。各アー

ティストにとって重要な日付や場所，デイスコグラフィーなどを収録し，名前や仙名の索引やアーティ

スト• 主題ごとの参考文献も収録されている。 8年ぶりに改訂された第 4版は全10巻となり，前版の

既存項目の大幅な増補・アップデートはもとより， 24,000の伝記項目と 10,000の個別アルバムの批

評・評価を収録し，内容が約50%±曽えてさらに充実したものとなった。

● Child Maltreatment. (児童虐待） Reprint ed. Vol. 1-8 (APSAC) 

APSACは心理学者・ケースワーカー・医師・看護師・裁判官・法律専門家などの公共・民間の各

分野からの専門メンバーが参加する学際的組織としてのアメリカ最大の学会である。本誌はこのよう

な様々な分野のグループの人々に対しその共通の目的である児童虐待• いじめ問題対策のために，最

新の資料提供・問題提起を行っている。

●知的・身体障害者問題資料集成 戦前編 13-16巻（第 4回配本分） （不二出版）

本資料集成は，学習障害 (LD), 注意欠陥／多動性障害 (ADHD), 高機能自閉症なども含む知的

15 



楡 蔭（北人図古館和）

袋達障害，そして視覚障害，肢体不巨由などの身体障害を中心として対象を虚弱児庄・傷店平人にま

で広げて，「仰貨」に閃する：資料を収集復刻したものである第13巻～第16巻には1939年-1945年の

賽料を収める。

●在日朝鮮人関係資料集成 戦後編 3— 5, 8-10巻（第 2回.4回配本分） （不二出版）

本：行料集成は，在B朝鮮人史研究の先躯者である朴慶植氏個人が収集・所蔵していた廿阻賽料を復

刻したものである C u本の敗戦直後の在U朝鮮人の生活および運動の実態と， U本政附やU本国民の

在日朝鮮人に対する対応令に関わる資料共成である c

●教育基本法問題文献資料集成 第一期 全10巻＋別冊 1 (日本図書センター）

第則には教育星本法の制定究料（帝巨議会議市録）をはじめ，教育晶本法（憲法を含む）の解釈

と学秤に閾する文献，教育苓本法の理念.g n勺の中での直変な人濶像，愛国心，平和に閾する教育文

紙と教育基本法の下での新しい教育の梢想と休制づくりの出発点に関する文紙が収録されている。

●愛譲（覆刻版） 全4巻＋別冊 1 (不二出版）

知・1勺笠害者関係福村の事業者が「施設」という空刷で展閲してきた実践は1936年に創刊された「袋

設」誌を通して相互に研鑽と実践を利lり出してぎた。 1936年までの帖期は知的陪宮関係福祉の創成期

であった。木誌は日木の知的齢祝児教育と養茜• 福祉の歩みの全てを見ることが出来る()

●駐韓日本公使館記録 活字本（国訳•原本）目次・索引集 全28巻 （高麗書林）

駐澁日本公使館記録は近代史の第一級史料である。形印本版 （写克版）全40巻は北大に所蔵してい

るが， 写真であるために細かい部分が判別できない場合がある，．今脳の活字版は韓国側で翻訳したも

のであるが，影印本との併用により..培の研究成果が腐られる。

●大阪銀行通信録 明治期（覆刻版） 1-15巻（第 1回.-.J 3回配本） （不二出版）

大阪銀行辿信録は明治2:1年 3月に創刊し，昭和17年 3月の金融団体統制令により）径刊を余i義な くさ

れるまでの肋，大阪同附銀行集会所（のちに大阪銀行集会所に改組，現在の社団法人大阪銀行協会の

前身）より発行されていた機閾紙である。 当時の大阪を中心とする閾西諸地域並びに西H本各地にお

ける近代金意経済の動向を知る上での第一級の里要史料である。

● Critical Studies in Economic Institutions Series. Vol. 1-4, 7-8 (Edgar) 

コースとノースがノーベル賞 を受賞した1990介以降，経済栄において制度が直炭な役割を果たすこ

とが広く認識されてぎている，本シリーズは，ソーシャル・キャピタル，信頼，知識，学習，ルーティ

ン，ネットワ ークなどの制）文に関する重要な課題について， 全 8ill]の構成で網羅する論文虻である 、、

● Commentaire Theorique et Pratique du Code Civil. Vol. 1-15, 1892-1903 

Reprint Bound. (Schmidt Periodicals) 

木書は，19冊紀よにflj行されたフラ ンス民法全体に閃する注釈書であ る。著者の Hueは後期注釈

学派最後の泰斗であり， 19且紀末から20世紀初めに登場する科学学派と対比される。このため，本粛
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はフランス民法の研究に不PJ欠の文献であるが，著者が著名な比校法学者であることから19-/ft紀ヨー

ロッパ法の研究にとっても費痘な文献である 0 また．著者の比較法研究は日木民法の編纂の際に司法

省「伊仏民怯比較論評」（明治l!S年刊）として甜訳され参照されているから本注釈害はU本民怯編纂

の砧礎を調査するためにも有益な資料である。

● Dispute Settlement Reports. 2000 (vol. 7-11), 2001 (vol. 1-3), 2002 (Cambridge U.P.) 

1995介・ーに設立された且界貿易機構のなかの貿易紛争解決のための準司法組織である小委員会（パネ

ル）とその上級委貝会が提出して採択された報告書（国1付故‘「リ所の判決に準じるもの）を住次的に登

載した匡際経済法の軍要な如祇。物品，サービス，知的財産と広範阿にわたる貿易紛争を対象とする

もので， 日欧米の主要な紛争のみならず，インド，ブラジルなどの開発途卜匡や，小国や台浴などの

新加監匡が関連する貿易紛争に対する法的判I利［か示されている。現打， WTOのラウンド交渉は行き

詰まっているが，既に合意されている WTOルールに係る紛争は上記の準口j法組織のもとで粛々と判

断が蓄積され，冊り片貿易の法的な規律を知る貰軍な文献となっているc

● Development: Critical Concepts in the Social Sciences. (Critical Concepts) 

6vols. 2000 (Routledge) 

本シリーズは開発学をめぐる各時代の軍要文似を組生したものである。リI用率の高い又怜式が鉛めら

れており，開発経済学，国際協力論などの公共政策大学院の教育・ 研究に不町欠な文献である "

● Health Care Systems: Major Themes in Health and Social Welfare. 4vols set. 

2005 (Routledge) 

本シリーズはヘルスケア制度一健康と社会福祉閃連の主題論文を集めたものである。

● Studies in Fiscal Federalism and State-Local Finance Series and 

State-Local Finance Series. 14vols. {Edward Elgar Pub) 

木書は，カールトン大学の StanleyL. Winer教授の PoliticalEconomy in Federal States: Selected 

Essays of Stanley L. ¥Vinerなどをはじめ，』甘政学を山心に政治舒済学関連の文献も含むシリーズで

ある。これらはいずれも，公共政策学の基礎文献である。

● Communication Yearbook. Vol. 1-4, 6-21, 24, 27-30 (Sage) 

International Communication Association (巨際コミュニケーション学会）が毎年テーマを決めて褐

集するもので，コミュニケーション@・究のすべての分野における最新の妍究状況を知ることが出来る

優れた資料である。 ICAは1950年に設立され，現在では3400人以上の研究者が見まる国際学会で，

コミュニケーション研究の分野を代衣する国際学会の一つに数えられるものであり，その研究成果を

年度毎にまとめた CommunicationYearbookは，コミュニケーションに関する研究を行なう研究省・

学生にと って基本参考習ともいえる存什である c
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（シリーズ． ~ 
附属図書館北方資料室紹介

「津田梅子も北大に関係があったんですか？」一「開化の楽しみを問う」ある女生徒の作文

「津田梅の音楽成績通知」が北大沿革資料展示字に展示されているので，よくこのように質間され

ますが，津田梅子は北大に関係してはおりません。ただし梅子ら女子 5名は，明治 4年 (1871) 開拓

使の命によって米国に留学したため，開拓使文書のひとつとして展示しているのです。今回ご紹介す

るのは，その右隣に展示している作文です。流麗な仮名交じり文で書かれたこの作文は，明治 5年

(1872) 東京に開校した開拓使仮学校に併設された女学校に学んだ女生徒の作品です。その後明治 8

年 (1875), 開拓使は学校を札幌に移し，札幌学校を開校します。同年女学校も開校し，女子生徒35

名が入学します。ところがわずか 8ヶ月後，女学校は廃校となってしまいます。新しい教育を受ける

ことを期待されて梅子らと同じように海を渡った若い女性が，一方では大きな足跡を残し，他方では

その後親元に帰り，無名のまま生涯を閉じたのです。翌 9年，札幌学校は札幌農学校として新に開校

し，多くの人材を育てました。女学校がもし存続していれば，同じようにすぐれた女性を育成したの

ではないでしょうか。北大が初めて女子の入学を許可するのは1918年，開学から40年以上たってから

のことです。

（「津田梅の音楽成績通知」には，
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「開化の楽しみを問う」

明治 7年 (1874年）

女学校開校式

明治 8年 (1875年）
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コクリュウコウナカスナラビニテンド

だから模写図はおもしろい—黒竜江中州井天度

一見こじんまりした樺太の絵図ですが，実に多くのメッセージが込められているという意味では，

大変おもしろい絵図といえるでしょう。この絵図は探検家間宮林蔵が大陸を踏査した時に著したもの

です。それまで樺太の地図は，大陸と陸続ぎ（半島）であるものと，大陸から離れた島であるものと

に分かれて描かれていました。しかし彼の踏査で，樺太が実は島であることが初めて日本に紹介され
コレト

たのです。但し，北大所蔵のこの絵図は，原図ではありません。歴史家蓋田伊人氏所蔵の絵図（模写）

をさらに模写したもので，原図は最上徳内によってシーボルトの手に渡り，現在はライデン図書館に

あります。この絵図を含め，溢田氏が収集した資料は，残念ながら戦災などで多くを消失し，『黒竜

江中州並天度』も例外ではなかったようです。この模写図をよく見ると，右端に「明教館記」「松阪

學間所」と蔵書印が押してあります。これにより，原図の模写図が紀州藩徳川家に献上され，藩校明

教館の所蔵となった後，紀1'1'1藩領にある松阪学問所に移ったことがわかります。その後明治期になっ

て藩校が廃止され，この絵図は蓋田氏のコレクションに加わったようです。こうしてみると模写図は，

原図以上に多くのことを語りかけてくれる貴重な史料といえるかもしれません。

., 

文化 7年 (1810年）頃
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6月23日-"10月20H)

寄附者 且斤J,,.闘脊IIJ,J 言図苗
い

H
艮寄 所 仕

也n
 

禾
一

V
・天

、

9
1
•

i
4
l
 

i
 ，ィ 直伝子病訓樹l研究所

The imm1rno-rcgI1l1110ry role of 11111.!1「8Ikiller T cells 

in inflammatory diseaヽe 叫 itorJ .L Croxford ; chief 

C'clilorial ccrnsulLanL T_ Yamamura. -Trivanclrum, 

India: Research Signpostセ 200り

木釘.IJIJ架閏尻宇

輝彦 文予研究什

Nitobe lnaw: from D1区 hidoto the Le,1g11e o「Nc1t10ns

; l'dilcd by Tcruhiko Nagao. Gradualc School of L員 分貪宜・開架ふ般図白

しers,Hokkaido Unin•rsiL:>, 200(i 

佑古 スラブ研究センター

仲保秀一 旺学研究院

ヨーロソパの東方拡k.I 

田

偏徴分）」栓式人門 I神保秀一胃．一共立出

2006.8 

人谷 ンター
渇 1 本館・旧偲閲尻卒

2005.8 分伯• 開製般図書

告田記男 言語文化謡

turgeschichte im Spiegel einer Wissenschaftler-

Hiographil': ドいいchri「tfor OLfrid Ehrism1rn11 zu 

65. Geburtstag; Hern11sgegeben von Gudrnn Marci-

Boehne kc und J(irg Ri し eke•. Hildeゞhcim:Georg 

Olms. 2006. 

石 川 健 二 囲学研究院
場の量+J」学；い川覧＾：省．一培

シリーズ： 9) 

2006. 7. I本叩・間繁閏覧字

分伯•開製般図書

（平成18年 6 月 23 日 ~10月 20 日）

187名の先生から， 356件のご著作論文等を寄贈していただきました。

HUSCAP : 北海道大学学術成果コレクションにて保存• 公開しています。

なお，研究紀要等電子ジャーナル化支援プロジェクトにより，この期間，新たに 5研究科等の 6タ

イトル， 695件の紀要文献が HUSCAP上で公開されています。

HUSCAPについて詳しくは， http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/をごらんください。

ご恵贈誠にありがとうございました。図書館では本学教員が執筆した著作の原稿ファイルを収集し， HUSCAPに

て保存• 公開しています。新たに論文等を発表された際には，是非ご恵贈くださるようご協力お願い致します。
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柏 店（北大図贔叩製）

し

1,・ の りまし

期

18. 9.lG-・20. 9.lS 

期

1人事往米］

【平成18年10月 1日付発令］

［転入・ 配置換］

阿 部裕幸 附属図書館情報管理課会計係長（苫小牧工粟高等専門学校会計課用度係長）

泉 澤芳 史情報基盤センター会計係長（附属図書館情報管理課会計係長）

東 朋 子 附属図書節情報サービス謀相互利用係（工学研究科・情報科学研究科•工学部総務課図書閲覧係）

小 坂 麻衣子 工学研究科・情報科学研究科•工学部総務課図書閲覧係（附属図書飴情報サービス諜相互利用係）
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l43[nしに分記委員会（丁成 18年度胃}I lnl J 

・1・ 成18介反）、デ図書食：贔又員長期仙修憎hir学研究

料l又I吉空）

国立情1:1字研究i斤実務研修 (I訂代システムば）

恥 dNotc講匹会（岬学詞

図告麟J翌i¥・宣波大学 1名）
平成18『以第 2日北海道大：古町止江略撃闘専門委

□会（情報システム詞長）
平成18"',度第 1回↑予図当オIIヽI竹脊し連笥

CST契約，，叫月会'・末京）［情訳骨い諜）消亨Iiンステ
ム諜＼

第19叫化洵道Jrii.[<)、デ図円鮒械貝｛」［完生公

日会 ('.l□日）（北大i

丁成 18斗度第 II口I木几図茸忍へに小委員会

イプラリー七ミナー u~」内体丘心言u文の採し力）
乎成1呂年度第 1回アウトソーシング杭』 W(;

丁成 18年度第 3lnl, い ム ベ ジ委員芸

平成」8介度第□ □北分伯I又，言選定小委□公

図吉箪北力貧十l空見予（怖，口県,'>.[又I告直官 l名）

機関リポシトリ梢築のfめのシステム.\~明公溝閂

棗承） (I可翫シスアム諜）

平成18"',度第 3回」じ洵辿人学品斤止泣舷陽専門

員会ぃi責幸ドシステム諜長，

文献Jば索ワし クショップ（文学汀い

イプラリー七ミ・)- (富＋シャー ・Jルの使し >}jl

l刈古1月1系士乃醗合 WC会，い第 1可）：部長，情幸ii
勺岬江に：

FfJ属I文1円創，＂化力責料室見学〈民 I専のプロン J クト

I移に史の比位侃究直ーりれ）

J¥!EDL!NE講罰芸（医： BA講胃会：図・農：

成18介度学竹ポータル111勺者/lJI修講nil!r東扇）

：情糾システム謀）

平成18『以第 21叫鸞成果発に小委員

MEDL!NE 講匹公（図• 獣I大） B八閤四会 {Jヨ）

軍＋ジャー ・Jルタスク・フ→ ース」じ洵五池Iぺ況叫

（北大）

プンユニバ・シティ

区当粕'}',胄頂改＋）、テ z名・囚改女十j凸期）＼学

4名）

Lill人苧賃閏リポントリ屑演公国師(I百贔シ入う
ム謀：

第49日北向且池区）＼字図書几識員研究集会¥+し闘

人学）．講川1(-1胃只シスアム諜i

ふ館贔告点検
ライプラリ王ミ,ナ-(曰内詳i冨荷文の1霞し）j: 

ふ館• 北分館閉館＼・↑学倅言のため）

号手）ご戸附属図当釦副釦k東蝕

北分銅蔵告点検

ライブラリーセミナー（屯了ジャーナルの使い）J) 

平成18年度第 2回本館図書選定小委員会
平成18年度学術ポータル担臼者研修講師（名山屋）

（情報システム諜）

第56同北洵道地区人学図書館協議会総会（旦万部）

（館長，部長，情報管理課長，情報サーピス課長，

情報管理課長袖イん）
｝認l・I大学機関リポジトリ技術研修（情報システム

課）

北海道図書館人会（札祝）（館長．情穀サービス謀

長）講帥（情報システム課）

図告銅見学（斜出中学校生徒 6名）

図書館兄学（函館束高校241名）

平成18年度第 2回愉距嗣集委只会

附属図書館北方資料空見学（「皿教会仝国集会 2006・

さっぽろ参加者」 80名）

幣広畜産大学機閃リポジトリ技術研修（情報シス

テム課）
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31 

31 

31 

喜；，研究利・；来．、;:部図書宇四叶胄J宇ア．；；、ヘスト

除」、 I事のだめ）

人学図口酔長来舶

ライプラリーセミ→ ー(I丁凸糾間百口市の採し力：

←共□防火竹J'P鳩譲会オ」合冦芸譲（伯罰•サ
ス諜祥肖{!,:)

北洵酒 J也 i メ杯l り大予社、人 'H系」文•研謬げ青十i.tサー
；；、黒：

'I"成18灯度第 <lL.:Jホームヘージ委e1会

'I'成1お↑度第；；同アウトソーシング検口JW G

礼屈キャンハス安全屈腎者会虚（部に・

兵車敦肯人学附属区苫凰泊長来氾
化万筐臨巧閉筐（位・五(!),'. こぷ｝．））

罠古信 m研修｛お蛤の水久＋大.. t. 骨Ji菫且［大〗；

各 1名）
イプラリー ・t'.ミナー（玉 j'ジャーナ）レの他し>)j)

半成Ii:-¥年度第 4□北洵竺大学心!.,,干悲氾柏価喜門委

只芸(・I盲罰システム［閑二）

C!NAHL悶四会人i"I・ 初絨編／中・上級編（附后図
古銅｝

平成 1呂年以第：｝日本氾区吉．，因'1し小去貝

1 . ..; (i'(Jし学 1;H 屈 l又 I 囚炉贔議会 u~,い惰甘長， 晶長，

I青+Iもサ＿ビス畠見」u
Alll. 晶四会（附｝瓜区言位）

□共 le」防火管理協訊会-」r合せ会いけ言畠サー

．；；ヽ〗閑如佐）

リンクリゾ几.J {久寸）心システムの間発に関する実笛

叩 ''j打公誡（束皐） vi日棗シ .7:.ぅム謀｝

区告：¾J{迅業務統合 WG 会議（第□ 回）＼部」•こ I青十：'
五岬諜只

平成」8介度北洵凡人学附尻図苫附序五会
ライプラリーセミ→ ー 1,0PACの使¥,)}j¥ 

八CCCSさ 201)(iPre-Con lcrcncc: C八Iii.111さliLUtional

厨 poべitorirs:The Next Generation (カナダ〕 11百馘
ステム課）

忙幸Ii深水入門
•「成 18年度第 o ロホ・ムヘ・ジ委員会
・1・ 成1呂印度第 6回アウトソーシング1年 ・J'v¥G 

文訊探碕〈リークシ．）／プ（江学部i

Suciolog恥 ,1八bstractsERIC謂四会（附属区苫伯＼
イプラリー ・t'.ミナー（玉［ジャーナ）レの他し>)j)

北分f官企油II (牡孔辰/J、本は脳を合てん i

了成18年度.;こ向追地区曰立）こ凸去人等芸可串伶研

叶胃只管J叫じ
Ope11 Schol;irsl1ip四JO<i:Ne¥¥ Clt,,lle11geヽ「m

'¥ cccss licposi loriい（更5I)(戸幸Ii着見黒， 1青釈シ

スアム諜）

'I' 成18年度第〗□Iじ渾五人学認.,;下仏泣1戸価号円

員会（情報システム諜長）

平成18年度第 2回「学術コンテンツ迅営・連携本

部会議」（東京）（賄長）
情報探索入門

視聴党資料の取り扱いに関する検討会議（束京）

（情報システム諜）

第49回北海迫地区人学図書館職員研究集会企画委

日会 (4回目）（北大）

ライブラリーセミナー（国内雑誌論文の探し方）

図書菜務担当者連絡部会 (ILL 部会—第 1 回）
合同撻難訓練（北分館）

情報探索入門

国立大学図書館協会秋季岬事会（仙台）（館長，情

報システム課長）

SciFindcr Scholar/Discovery Gale合同況明会

情報探索入門

情報探索入門

附属図書館北力資料室見学（札幌大学10名）

MEDLINE講習会（獣似学部）
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柏 店（北大図贔叩製）

北海道大学附属図書館報「楡蔭」（ゆいん） 第124号 半成18年11月30日発行
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